
URAUCHI / SERVICE OVERVIEW

対話から、確かめ育てられる知へ。 実証・試験提供中

01 / PROCESS 知識が育つ5つの流れ

01

聞く
条件・例外・迷い

02

整える
判断の背景

03

結ぶ
設備・場所・資料

04

確かめる
本人と現場

05

育てる
更新・再利用

02 / FIELD VIEW 名称変更前の3D連携画面（参考） REFERENCE / 旧画面

BACKING RAIL / 

画面に表れている要素

01
3D空間で対象を確認
現場の位置関係を画面上で共有する例。

02
寸法情報を参照
設備や周辺空間を確認する操作例。

03 遠隔で認識をそろえる
同じ空間を見ながら確認する利用例。

※名称変更前の3D連携画面であり、URAUCHI／点蔵の現行画面ではありません。URAUCHIは実証・試験提供中、点群データビューア「点蔵」との連携は開発中です（2026年7月17日時点）。

03 / CONTACT

URAUCHIの実証・試験提供について
ご相談ください。
提供元：株式会社レクミル

お問い合わせ先

スズテック株式会社
〒444-1211 愛知県安城市根崎町東新切20番地
TEL：0566-92-4602　EMAIL：ss-mail@katch.ne.jp

  2026-07-17

KNOWLEDGE

対話による知識DB構築
判断理由・条件・例外を含む知識の構築を支援。

FIELD CONTEXT

現場情報を関係付ける
設備・場所・資料・履歴を結び、情報探索の起点に。

IN DEVELOPMENT

点蔵との連携を開発中
点蔵は別製品。URAUCHIとの連携機能を開発中。

URAUCH I 実証・試験提供中
2026年7月17日時点

F I E L D  D E C I S I O N  K N O W L E D G E  P L A T F O R M

現場の判断を、
背景と履歴で裏打ちする。
URAUCHI（旧称：XSYS）は、熟練者との対話をもとに、判断の背景を設備・場所・資料・履歴と
結び、現場で確認・更新できる知へ整える、株式会社レクミルの現場判断ナレッジ基盤です。

01 / FIELD
QUESTIONS その判断の「なぜ」は、残っていますか。

答えだけでなく、
条件・例外・迷い・理由まで。
次の判断へ渡せる形に。

Q01 判断理由が、担当者の記憶だけに残っていないか。

Q02 設備・場所・資料・履歴が、別々に管理されていないか。

Q03 前回の経緯を、対応のたびに探し直していないか。

02 / SUPPORTING
LAYERS 今ある現場を主役に、4つの支えを重ねる。

NAME & PHILOSOPHY

名前の由来
URAUCHIは、日本の表具に受け継がれる裏打ちの思想から着想したブランドです。表具の裏打ちは、絵画や書跡、古文書を裏
側から支え、次の時代へ伝える技。その考え方を、現場の判断を支える設計思想として受け継いでいます。

URAUCHI by Recmill

本紙
WHAT ALREADY MATTERS

現場の人、仕事、設備固有の判断。
今ある現場を主役にします。

対話
DIRECT SUPPORT

条件、例外、迷い、判断理由を人との
対話から整える。

つながり
CONTEXT LAYERS

設備・場所・資料・履歴を結び、知を
孤立させない。

更新可能性
RENEWABLE SUPPORT

本人と現場で確かめ、直し、
知識を育てていく。

オモテ面 ウラ面
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